
１６ 鳴く虫をさがしてみよう 

 

用意するもの 

かい中電灯、虫かご（昆虫の飼育ケース）、メモ用紙、鉛筆 

 

やりかた 

１ 草むらを歩き、虫の鳴き声を聞く。 

２ 鳴き声がどこから聞こえるのか耳をすます。 

※耳のすましかた 

手のひらで耳たぶをおおい、鳴き声のする方向に体を向   

かせます。手のひらが集音機の役割をして、鳴き声の方向

がわかります。 

３ 聞こえるところにそっと行き、虫を探す。 

４ 見付けられたら、手でつかまえる。 

※１ ペットボトルの容器に入れるのも一つのやり方で

す。 

２ 鳴き声は聞こえても見付けるのはかなり難しいの

で、鳴き声が何種類なのか記録するだけでも貴重なデ

ータになります。 

３ 鳴き声の様子をメモし、あとでインターネットでど

んな虫の鳴き声か調べてみよう。 

 

参考 

１ コオロギの鳴く様子 

コオロギは原則として右翅を上に、

左翅を下に重ね合わせます。右翅と左

翅をすり合わせて、音を出します。ス

ズムシもコオロギのなかまであり、同

様にして音を出します。一方、キリギ

リスはその逆で、右翅を下に、左翅を

上に重ね合わせ、音を出します。 

 

２ 千葉県でふつうに見られる鳴く虫とその鳴き声 

（１）コオロギ類 

エンマコオロギ  （コロコロコロリー） 

ハラオカメコオロギ（リリリリリ リリリリリ：５音か６音で鳴く） 

ミツカドコオロギ （キキキキキ：するどく速い音） 

右翅（みぎはね） 左翅（ひだりはね） 

触角（しょっかく） 

エンマコオロギのオス 



ツヅレサセコオロギ（リリリ：切れ目がない。もっとも人家の近くにいる。） 

アオマツムシ   （リーッ リーッ リーッ：樹上で鳴く） 

（２）キリギリス類 

クビキリギス（ジーーーーーー） 

セスジツユムシ（ジーッチ　ジーッチ　ジーッチ） 

※ 虫の鳴き声は、季節、昼夜、場所等によっても違いがあります。 
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